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第１章  
研究の目的と方法  
 
 
1 .1   研究の動機  
1 .2   研究の目的と方法  
 
 
本章では，研究の目的と方法を述べる．  
1 .1 では，本研究の動機を述べる． 1 .2 では本研究
の目的と方法を述べる．  
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第１章  研究の目的と方法  
 
1 .1 研究の動機  
 中島健三氏は「算数教育講座＝ 1987 年『第 1 章  
21 世紀に活動する子らのための算数教育をどう考
えるか』」により，これからの算数教育での重点と
して，特に強調しておきたいこととして関数の考
えの重視をあげている．  
4 年生で長方形の面積の公式を指導する際，長方
形というのは「たてとよこの長さできまる 図形だ
から，この二つの長さで面積が計算できないだろ
うか」というようなねらいを子どもにもたせ，「た
てとよこの長さを変数と考えて何とかできそうだ ．
な ぜ か と い う と 長 方 形 は た て と よ こ で き ま る か
ら．」というように考えることが関数の考えである． 
 このように仮定すれば何とか簡単にとらえ られ
ること，そのような気持ちが「数学的な考え方」
としてねらうことでもある．さらに情報化の進展
というこれからの世の中に必要なこととして ，目
的や条件というものを良く考えて対応するという
ことから，情報化社会の中で関数の考えは重点を
おきたいことであると述べている．  
教育実習の際に，担当した 6 年生のクラスで，
筆者は「比例・反比例」の授業を行った．授業の
内容は「比例・反比例」の導入にあたる「伴って
変わる 2 つの数量を考える」で，表から 2 つの数
量の関係を読み取るという学習内容である ．教材
研究の際に，端厳「比例・反比例」の内容は平成
23 年代の小学校学習指導要領から再導入されたこ
とを知った．  
平成元年の小学校学習指導要領では「比例・反
比例」のどちらの内容も導入されおり，それらの
関係を考察できることを目標としている．平成 10
年代の小学校学習指導要領では「比例」の内容の
み扱われている．比例は関数の中で典型的な形で
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あるのにも関わらず，なぜ平成 10 年代の小学校学
習指導要領では「反比例」が扱われなくなったの
か，また，なぜ平成 23 年代の小学校学習指導要領
から「反比例」が再導入されるようになったのか
疑問に感じ，小学校において「反比例」を学習す
る必要性と共に関数の見方・考えについて関心を
持った．関数の見方・考えを明らかにし，関数の
見方・考えが与える教育的価値は何なのか を明ら
かにする必要があると感じ，現在の関数の学習場
面を検討していきたい．  
 
 
1 .2 研究の目的と方法  
本 研 究 の 目 的 は ， 昭 和 初 期 か ら 現 在 { 平 成
24(2012)年 }までの年代ごとに定義されている関数
の見方・考えを考察し，児童の関数の見方・考え
を育成するような指導が行われているか，併せて
昭和 47(1972)年から平成 20(2008)年までの指導案
を分析することである．  
 本研究においては，まず関数の見方・考えが重
視されるきっかけとなったジョン＝ペリーにおけ
る数学改良運動での関数観念，またそれに影響を
受け，日本の算数教育の改善を求めた小倉金之助
の関数観念，昭和 48(1973)年に文部省から提示さ
れた「関数の考え」について考察する．そして，
現在実施されている平成 20(  2008)年の小学校学習
指導要領における関数の考えを考察し ，関数の考
えがどのように重点がおかれているのか，また関
数の見方・考えはどんなよさを児童にもたらすか，
年代別に検討する．(第 2 章 )．そして，昭和 48(1973)
年と平成 20(2008)年における関数の見方・考えの
育成を図るような指導をするために必要なポイン
トは何か，第 2 章で検討した関数の考えと関連さ
せながら考察をする (第 3 章 )．そして，第 2 章で年
代ごとに考察した関数の見方・考え，第 3 章で考
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察した関数の見方・考えを育成する指導について
年代ごとにちがいがないか，比較する．そして児
童にとって価値ある関数の見方・考え，それを育
成する上での指導のポイントを提案する (第 4 章 )．
これらを踏まえて，雑誌「新しい算数研究」今月
の指導に掲載されている指導案 {昭 和 47(1972)年
から平成 20(2008)年 }を分析し，関数の見方・考え
の指導の課題点を明らかにする (第 5 章 )．  
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＜本論文の章構成＞  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
第 1 章  研 究 の 目 的 と 方 法  
研究 の目 的 と方 法を 述べ る ．  
第 2 章  関 数 の 見 方・考
え に 関 す る 先 行 研 究  
算数 教育 の 改良 運動 ，
小倉 金之 助 ，昭和 4 8 年，
平成 2 0 年に お け る関 数
の見 方・考え を 年 代別 に
考察 する ．  
第 3 章  関 数 の 見 方・考
え の 指 導  
 昭 和 4 8 年，平 成 2 0 年
にお ける 関 数の 見方・考
えの 指導 を 年代 別に 考
察す る．  
 
第 6 章  研 究 の 結 論 と 今 後 の 課 題  
本 研 究 の 結 論 と 今 後 の 課 題 を 述
べる ．  
第 5 章  指 導 案の 分 析  
関数 の見 方 ・考 えの
指導 の 観 点 から 昭和
4 7 年から 平成 2 0 年ま
での 指導 案 を分 析す
る．  
第 4 章  関 数 の 見 方 ・
考 え の 指 導 の 提 案  
 関 数の 見 方・ 考え の
指導 を新 た に提 案す
る．  
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第２章   
関数の見方・考えに関する先行研究  
 
 
2 .1   明治から大正における日本の数学教育  
2 .2   改良運動における関数の見方・考え  
2 .3   小倉金之助における関数の見方・考え  
 2 .4   昭和 48(1973)年における関数の見方・考え  
 2 .5   平成 20(2008)年における関数の見方・考え  
2 .6 筆者の考察  
 
 
 本章では関数の見方・考えを考える際にまず，
関数の見方・考えについての先行研究を分析し ，
歴史的に特性の違いを考察する．算数教育の改良
運動，小倉金之助の関数観念，昭和 48 年 (1973)に
発行された「関数の考えの指導」，平成 20 年 (2008 )
に発行された小学校学習指導 要領における関数の
見方・考えの考察をする．それぞれの関数の見方・
考えを分析し，教育的意義を検討する．  
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第２章  関数の見方・考えに関する先行研究  
 
2 .1   明治から大正における日本の数学教育  
年代別に関数の見方・考えをみていく うえで，
関数の見方・考えが重視される以前の日本の算数
教育がどういう教育が行われていたのかを 岡部進
著の「小倉金之助その思想」を基に考察する．  
明治から大正における日本の数学教育の特徴と
して 4 つの特徴が挙げられる．  
①論理的であるということである．  
②孤立主義である．  
孤立主義とは，各分科にはそれぞれの分科自身
の研究方法があり，他の分科の研究方法を用いる
ことを禁止したことである．  
 
 
 
＜現在 (大正初期以降 )の解き方＞  
放物線ｙ＝ｘ  2－４ⅹ＋５の概形をかいて最小値
を求める．  
この解き方は代数と幾何が融合している．  
 
＜当時 (明治から大正 )の解き方＞  
ｍ を 以 て 式 の 値 を 表 す と ｍ ＝ ｘ  2－ ４ ⅹ ＋ ５ と な
る．  
方程式を解くとⅹ＝２ ±ටｍ −１になる．  
ｍは小さくならないのでｍ＝１は 式の最小値と
なる値としてｘ＝２になる．  
この解き方は代数と幾何が融合していない．  
 
③難問題であるということである．  
例えば代数で解けば，何ら困難ない問題を算術
で解くため，難問題になりえた．  
 
例題 1     ｘ  2－４ⅹ＋５ノ極小ナル値ヲ索ム  
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＜解法  代数で解く＞  
連立方程式で解く．  
甲をⅹ，乙をｙとすると，  
    ⅹ＋ｙ＝ 206…①  
 ７２
５
ⅹ＝６ １
３
ｙ…②  
これを連立して解く．  
 
しかし算術で解くとすると，未知数ⅹは使えな
い．  
 
④生活に非実用的であるということである．  
算数教育 は 日常生活や 自然科学とほ とんど没交
渉である．  
 
このように明治から大正における日本の算数・
数学教育は，厳密，孤立，難問，非現実の四つ単
語で表される．当時のほとんどは受験のため，公
式を暗記する等，論理的に行われていたため，生
活にも非実用的になったと考えられる ．しかし，
非実用的という点では，現在の数学教育でも見受
けられると筆者は考える ．算数が苦手な生徒はよ
く「算数を勉強しなくても生活できる．」と発言す
る場合がある．算数の生活での必要性を感じさせ
ることは当時 (明治から大正における算数・数学教
育 )だけでなく，現在の算数・数学教育の課題に挙
げられると考える．  
 
①～④にあげたような日本の算数・数学教育の
特徴は，当時の世界各国の算数・数学教育でも同
例題 2   
二ッノ数ノ和ハ 206 ニシテ，甲ノ７ ２
５
倍ト乙ノ６ １
３
倍トハ相等シ，此ノ数ヲ求メヨ  
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じような現状であった．そのため算数・数学教育
が非実用的であること，数学の成績が上がらない
ことを指摘したジョン＝ペリーによって 20 世紀初
頭に数学教育の改造運動が起こった．  
 
 
2 .2   改良運動における関数の見方・考え  
 20 世紀初頭 (大正～昭和初期 )に欧米諸国でジョ
ン＝ペリーが数学教育の改良運動を起こした．そ
の際に，数学教育の改良の 1 つとして関数観念は
重視された．昭和 48 年 (1973)に文部省から発行さ
れた「小学校算数指導資料  関数の考えの指導」
より，改良運動で関数観念が重視された背景には
以下の 2 つのねらいがあげられている．2 つのねら
いを中心に当時の関数の見方・考えについて考察
する．  
  
ア  微積分へのアプローチと科学的な探究の精神
の育成  
アの観点は，力学の法則の多くは簡単な関数で
表されていることから，科学者たちが身の回りの
事象を探究するのと同じ態度で，探究の精神に基
づいた過程を通して数学を創造的に学習させてい
こうという考えである．  
 
イ  統合のアイデアとしての関数の考え  
 イの観点は例えば，代数的な内容と幾何的な内
容を関数の見方・考えに基づいて統合を図ろうと
したこと，あるいは数学的な内容の根底にある中
心的な観念として挙げら れている．一般的な関係
をよく理解するために，そこに含まれている変数
や，関数の考えに基づいて考えることが可能であ
る．それによって，その内容の意味がよく理解さ
れる．  
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例えば（面積）＝（底辺）×（高さ）の公式は，
底辺や高さに比例するものとして面積をとらえる
ことができる．  
 2 つの観点から「関数の考えは，算数で指導する
内容の理解のために中心的な役割をもつことが多
い」（ p.3）と定義される．  
  
このようにジョン＝ペリーによる 改良運動が重
視した関数概念をまとめると以下の通りになる．  
・学校数学を日常生活の事象に即した意味のある  
ものにすること．  
・客観的で簡潔なきまりを求めるという科学的な  
態度を育成すること．  
・算数の内容をより理解するための中心的な役割  
をもつこと．  
 
 
2 .3   小倉金之助における関数の見方・考え  
 2 .3 .1 小倉金之助とは  
小倉金之助 {明治 18(1885)年～昭和 37(1962)年 }
は，日本の数学史や数学教育における理論的指導
者である．  
小倉が「数学教育」に関心をもったのは，青年
期である．そのきっかけは， 2 .2 で述べた 20 世紀
初頭に世界的な規模で起こった数学教育改造運動
（ペリー運動）である．ジョン＝ペリーが起こし
た数学教育改良運動は世界的に展開され，日本に
も伝わったが，国家的に統制されたため著しく発
展することはなかった．  
これに危機感をもち，2 .1 で述べた明治から大正
における日本の数学教育の現状を痛烈に批判し ，
改善の急務を求めたのが小倉金之助である ．小倉
はこの運動にすばやく対応し ，日本にその精神を
移植することに尽力した．   
筆者は小倉金之助を日本の算数教育の改良者の
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一人と考え，小倉金之助が考える関数観念につい
て考察する．  
 
 
2 .3 .2   小倉金之助における科学的精神  
小倉金之助が考える関数観念について考察する
前に，小倉が考える関数観念のもととなった 「科
学的精神」について考察する必要がある．小倉金
之助が定義する科学的精神は小倉金之助「数学教
育の根本問題」を基に考察する．  
 
近代社会の中に人間としての生活を創造するた
めには，道徳も宗教も芸術も必要である．それら
と共に科学も必要である．人間生 活において科学
から生物学上の事実，理化学の現象，その他にも
重要なことを学ぶ．しかし最も根本的なことは ，
科学的見方，科学的考え方，科学的精神を学ぶこ
とである．小倉は，科学的精神について次のよう
に述べている．  
「ここに２つの現象があるとき ，経験的事実を
基礎としてその原因を穿鑿し ，それらの現象の間
に因果の関係ありや否やを求め，もし関係ありと
せばいかように関係ありや，その間の方法を発見
せんとする努力，精神，これが科学的精神である．」 
 ただ現象を集めただけでは科学的ではなく ，現
象の間にどういう関係があるか，その法則を見つ
けるまでが科学的であり ，そういう科学を生む精
神が小倉が述べる「科学的精神」である．  
また，私たちは日常生活において科学的精神を
絶えず用いている．日常生活では ，どうしたらよ
いか，良いか悪いか，ということをしばしば判断
し，批判をしなければならない．私たちが普段 ，
常識でやっていることを分析すると科学的精神が
働いていることがわかる．もし科学的精神が働か
ないのならば，私たちは物事を判断し，物事を実
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行することがほとんどできない．つまり科学的精
神こそ，実に科学自身の精神なのである．  
そして科学的精神は自然界から学ぶべきである．
なぜなら科学の対象は自然にあり社会にある．他
人に教わって記憶することは科学的精神を学んだ
ことにはならない．科学的精神を学ぶには ，対象
それ自身について研究しなければならない．つま
り，科学的精神にとって大切なことは，“既成の科
学案内記を読むのではなく，自ら科学することに
慣れる”ことである．この科学的精神について具
体的にコンパスの例で説明している．  
「試みにコンパスを採って，大小種々の円をか
いてみましょう．しかしたくさんの円がか かれた
だけでは，数学とは申されません．しかるにわれ
われの経験に徴しますと ，コンパスの開きと円の
面積との間には，果たして関係があるだろうか ．
もし関係があるとすれば ，その関係はいかなる法
則に従うのであろうか．かような科学的精神が働
いてこそ，そこに数学が生まれてくるのです．  
 それでこのような科学的精神を開発し，児童自
らをして，コンパスの開きと円の面積との間の法
則を発見させる．―こういうところに，数学教育
の本質がある，と私は主張したいのであります ．」
(p .233 -234)  
 この科学的精神が働いている過程には，小倉は
「科学的精神は実は数学的抽象作用を基にして立
っているのであることが知れ るのです．もし数学
的抽象作用が無かったならば ，個々の経験からし
て一般法則を作るということは，とうていでき得
ないのであります．」(p .237)と述べている．このこ
とから数学的抽象作用が重要なことがわかる．つ
まり科学的精神の根底に数学があることがいえる． 
 しかし今日の数学教育は，完成された数学の形
式を教えている．小倉はこれに対して経験を基礎
としてそれを一般化するように数学をやることを
15 
 
主張している．  
 「児童教育においては完成された数学の形式に
従うべきではなく，科学を，数学を創造すること
を自ら学ぶべきであることを，主張するのであり
ます．かように考えてみますならば，科学的精神
の開発ということは，人間文化を作り上げ，人間
生活に本質的に必要なものであり ，しかもそれは
完成された者を教えるでなしに，自ら法則を発見
し，自ら科学を創造する．―こういう精神であり
ます．」 (p .238)  
以上が小倉の科学的精神についてである．この
科学的精神を数学思想の中で最もよく現わしてい
るのは関数の観念なのである．  
 
 
2 .3 .3   小倉金之助における関数観念  
小倉は関数観念を決して関数の解析的表示や図
表示（グラフ）のみを指すのではないと述べてい
る．具体的に円の半径とその面積を例に関数観念
について説明している．  
「ここにたくさんの円を書きます ．その円の半
径が大きくなればなるほど，この円の面積もまた
大きくなるような気がする．そこでこの円の半径
と面積との間に関係があるだろうか．もし関係が
あるならば，それはどんな関係か，その間の法則
はどうだろうかということを研究する ．その結果
としてこの面積Ａと半径ｒとの間にはＡ＝π ｒ 2こ
ういう関係があることが知れ ます．かような道程
をたどるものが，すなわち函数の観念であるとい
うことを申しました．それですから，函数の観念
は，数学上に形となって現われた科学的精神 ，そ
のものにほかならないのです．」 (p .239)  
 このことから，科学的精神を開発することが数
学教育の目的であるならば，数学教育の中心とな
るものは関数観念であることが考えられる．また，
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科学的精神は日常生活にあるものであるため ，関
数観念も日常生活と共にあることがわかる．  
「函数の観念はわれわれの日常生活と共にある
のである．有名なる動物学者ハックスレーは『科
学は整頓された常識である』というたが，この常
識を整頓するものこそ科学的精神であり，数学上
そこに使用される根本思想こそ函数観念である ．」
(p .249)  
 つまり小倉のいう関数観念は，数学上の「常識
を整頓するもの」である．先に述べた円の半径と
面積の例から「常識を整頓する」とは ，事象の法
則があるか考え，その法則をみつけることと考え
られる．  
 
このことから小倉の関数観念は ，変化している
事例の中に法則（関係）があるか検討するために，
具体的な数値を当てはめ ，事例の間に関係がある
か調べることであると筆者は考える．  
 
 
2 .4 昭和 48(1973)年における関数の見方・考え   
 昭和 48 年 (1973)に文部省から発行された「小学
校算数指導資料  関数の考えの指導」を基に，当
時の関数の見方・考えについて考察する．当時，
関数の考えの特質として 以下の５つの観点が挙げ
られている．  
 
ア  関数の考えの指導は，事象を科学的に考察し
処理する能力や態度の育成をねらっていること．  
 
イ  算数で指導される各内容を，関数の考えに立
って考察させることによって ，その意味を一層よ
く理解させうるという立場に立って，関数の考え
を取り上げること．  
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ア，イの観点は 2 .2 で述べた 20 世紀初頭に欧米
諸国でジョン＝ペリーが中学校教育の改善を求め
て数学教育の改良運動を起こした際に関数観念が
重視されたねらいの背景である．  
 
ウ  事象を数理的にとらえることと関数の考えと
の関係．  
ウの観点は「もの」を認識するときや考えると
きに，「もの」を既知の事柄と関係付けてみるとい
う人間の基本的な思考のはたらきから根ざしてい
る．このことから，関数の考えは二元が本来備え
るべき基本的な能力ともいえる．関数の考えは「自
分のとらえようとする（まだよくわからない）事
柄を，すでにわかっているか ，あるいはとらえや
すい事柄に対応させて，必要によってはそれで置
き換えて考えようとする ．」ということができる． 
このことから身近な例は関数の考えを関連して
考えことができる．  
 
 
 
このとき私たちは，その場に応じて値段を個数
に比例するものとしてとらえたり，重さに比例す
るものとしてとらえたりする．これは比例という
形で関数の考えが用いられている．  
 
 
 
 
これは「速さ」という概念を「道のり」と「時
間」だけに関係しているものである．さらに「速
さ」は「道のり」に比例し，「時間」に反比例する
ものとして規定されていることがわかる．このこ
とは，速さの概念の導入とその意味の理解を図る
ことができる．  
例題 1：たくさんのりんごの値段を知りたい．  
 
例題 2：算数で指導する速さの公式  
（速さ）＝（道のり）÷（時間）  
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このように事象を数理的にとらえたり ，新しい
概念をつくったりするときには関数の考えは重要
な役割をもつことがわかる．  
 
エ  帰納などによる推論と関数の考えとの関係．  
 「帰納的な推論というのは ，個々の事例からそ
れらを含めた一般に通ずる法則を洞察するという
形式の推論であるが，そこでは，必然的に個々の
事例に関して共通な幾つかの変数を認め，それら
に関するきまりを見いだそうとするものであって ，
そ の 過 程 は 関 数 の 考 え に ほ か な ら な い と も い え
る．」  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
例題を関数の考えを用いて，「段の変数」という
変数と，「正三角形の個数」という変数を認め，こ
れらの間のきまりを見いだす．段の数が 1， 2， 3，
4 の場合に共通すこととして（正三角形の個数）＝
（段の数）×（段の数）という一般的なきまりを見
いだすことができる．  
この場合に重要なことは ，単に関数関係をみい
だしたというだけではなくて ，関数の考えに立っ
て，一般的なきまりをとらえて処理しようとする
態度が基盤になっている ．そのため以下の問題を
提案する．  
例題 3― 1：  
 
右のような図形で，小さな  
正三角形の個数は，段の数と  
どんな関係になるのか求めよう．  
 
 段の 数  1  2  3  4  
正三 角形 の 個数  1  4  9  1 6  
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 問題を解くだけならば ，実際に作図をして数え
るだけでよい．それに対して「一般的なきまりを
もとにして確信をもっていえるようにしよう」「同
じような場合が一般的にとらえられれば，都合が
よい」とかという考えをすることが，関数の考え
による考察を引き出し，一般的なきまりを発見し
帰納することへ導くことになる．  
 このように関数の考えは，一般的な法則を求め
たり，それに基づいて考えようとしたりする際に
重要な役割をもっている．また，統合的発展的な
考察の際にも重要である．  
 
オ  図形の理解と関数の考えとの関係．  
 図形の指導には，関数の考えを用いられること
が多い．例えば図形の変形に関して関数の考えを
取り入れようということがある．種々の図形の定
義は，辺，角などという変数に関して一定の条件
を述べたものであるため ，その本質において関数
の考えによる考察が可能である．  
 
このように 5 つの観点から「関数の考えは，人
間が数学的に問題をとらえたり，処理したりする
際には，意識すると否とにかかわらず ，基本的に
例題 3― 2：  
 
右のような図形で，４段重ね  
たとき小さい三角形の個数は何  
個か．  
 
段の 数  1  2  3  4  
正三 角形 の 個数  1  4  9  1 6  
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用いられているアイディアである ．この意味で，
関数の考えの要点を知り ，それを有効に活用でき
るようにすることは，数学的な考えはもちろん ，
算数で目標とする諸能力を育成する上に極めて重
要なことである．それだけに，特定の学年，特定
の内容の指導だけで達成されることではないので ，
日常の各内容の指導において ，常に上にあげたよ
うなねらいに立って，その指導に当たることが大
切である．」（ p.11）と定義される．  
 
このように昭和 48(1973)年に文部省から発行さ
れた「小学校算数指導資料  関数の考えの指導」
より，当時の関数の見方・考えについて以下 のこ
とがいえる．  
・数学的な考え，算数で目標とする諸能力の育  
成の上で重要な考えであること．  
・一つの変量を他の幾つかの変量に置き換え，  
それらによってとらえることができること．  
・事象を数理的にとらえること．  
・帰納的に考え筋道を立てること．  
・統合的・発展的に考察すること．  
 
 
2 .5   平成 20(2008)年における関数の見方・考え  
 平成 20(2008)年に文部科学省から発行された小
学校学習指導要領を基に 現在の関数の見方・考え
について考察する．  
関数の考えとは，「数量や図形について取り扱う
際に，それらの変化や対応の規則性に着目して問
題を解決していく考えである ．関数の考えによっ
て，数量や図形についての内容や方法をよりよく
理解したり，それらを活用したりできるようにす
ること，また，伴って変わる二つの数量の関係を
考察し，特徴や傾向を表したり読み取ったりでき
21 
 
るようにすることが大切なねらいである．」と定義
される．（ p.49）  
  
このことから現在の関数の見方・考えについて
以下のことがいえる．  
・数量や図形の内容や方法の理解を図ることが  
できる．  
・変化や対応の規則性に着目することで数量や  
図形の問題を解くことができる．  
 
 
2 .6 筆者の考察  
改良運動，昭和 48 年，平成 20 年で定義されて
いる関数の見方・考えについて考察した．年代別
に関数の考えの共通点，相違点は第 4 章で考察す
る．  
関数の考えのちがいよりも関数の考えを伸ばす
指導のちがいの方が大きくみられると考える．そ
の中で，以下のような問題点がでてきた．  
 
＜課題 1＞  
 関数の考えは算数の内容がより理解を図る こと
ができるとされているが ，そのような指導が行わ
れているのかという点で疑問がある．  
＜課題 2＞  
改良運動後 (大正初期 )から平成 22 年までの算数
教育は，児童に関数の考えを生かし，育成するよ
うな指導がなされているのかという点で疑問があ
る．  
 
このように改良運動後 (大正初期 )から現在 (平
成 22 年 )に行われている算数教育の指導が関数の
考えをのばし，そして数学的考え方が伸びる，よ
り数学を理解するような流れなのか判断しがたい
と考える．また「数量関係」の領域で関数の考え
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の指導を行うため，「数量関係」の領域は数学的な
考え方を伸ばす上で重要な役割があると考える．
教師が関数の考えについて理解する必要もあるが ，
授業のもととなる教科書や学習指導要領が関数の
考え伸ばすような指導，教授になっているのか，
第 5 章で実際の指導案を検討する．  
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第２章の要約  
 第 2 章は関数の見方・考えを年代別に考察した．  
 
＜明治から大正における日本の算数教育＞  
・論理的  ・孤立主義  ・難問題  ・非実用的  
 
＜改良運動 (大正から昭和初期 )における関数の見
方・考え＞  
ア  関数の考えの指導は，事象を科学的に考察し
処理する能力や態度の育成をねらっているこ
と．  
イ  統合のアイデアとしての関数の考え．  
 
＜小倉金之助における関数の見方・考え＞  
改良運動に重視された関数観念に影響を受けて
いる．  
・科学的精神を数学上に表れたのが関数観念．  
・具体的な数値をあてはめ，法則を検討する．  
 
＜昭和 48(1973)年における関数の見方・考え＞  
改良運動における関数観念ア，イも重視してい
る．  
ウ  事象を数理的にとらえることと関数の考えと
の関係．  
エ  帰納などによる推論と関数の考えとの関係．  
オ  図形の理解と関数の考えとの関係．  
 
＜平成 20(2008)年における関数の見方・考え＞  
・数量や図形の内容や方法の理解を図ることがで  
きる．  
・変化や対応の規則性に着目することで数量や図  
形の問題を解くことができる  
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 また，年代別に関数の見方・考えを考察して以
下のような課題点が明らかになった．  
  
＜課題 1＞  
 関数の見方・考えは算数の内容がより理解をは
かることができるとされているが ，より算数の内
容の理解をはかるような指導が行われているのか
という点で疑問がある．  
＜課題 2＞  
改良運動後 (大正初期 )から平成 22 年までの算数
教育は，児童に関数の見方・考えを生かし，育成
するような指導がなされているのかという点で疑
問がある．  
 
 このように関数の見方・考えを考察して明らか
になった課題から，児童に関数の考えを育成する
指導について考える際の視点が明らかになった．  
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第３章   
関数の見方・考えの指導  
 
3 .1 小倉金之助における関数の考えの指導  
 3 .2   昭和 48(1973)年における関数の考えの指導  
3 .3   平成 20(2008)年における関数の考えの指導  
3 .4 筆者の考察  
 
 本章では，関数の見方・考えを育成する上での
指導について検討する．3 .1 では小倉金之助が定義
する関数の見方・考えの指導， 3.2 では昭和
48(1973)年における関数の見方・考えの指導， 3 .2
では現行の関数の見方・考えの指導について考察
する．  
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第 ３ 章  関 数 の 見 方 ・ 考 え の 指 導  
 
3 .1 小 倉 金 之 助 に お け る 関 数 観 念 の 指 導  
小 倉 金 之 助 「 数 学 教 育 の 根 本 問 題 」 を 基 に 関 数
の 見 方 ・ 考 え の 指 導 を 考 察 す る ． 小 倉 は 関 数 の 観
念 を 養 成 す る に は ，以 下 の よ う に 説 明 さ れ て い る ． 
① 生 徒 自 ら た く さ ん の 事 例 を 集 め る ．  
② 自 ら そ れ を 検 査 す る ．  
③ そ れ ら の 間 に ど の よ う な 関 係 が あ る か を 研 究  
す る ．  
④ 個 々 の 事 柄 か ら ， 一 般 法 則 を 考 え る ．  
⑤ 法 則 が 一 方 面 に 偏 す る こ と の な い よ う に ， 多  
種 多 様 の 方 面 か ら の 材 料 に  
よ っ て 考 え る ．  
⑥ 多 く の 量 の 間 に あ る 関 数 関 係 を 見 い だ す ．  
 
① ～ ⑥ を 習 慣 つ け ， 将 来 児 童 が 実 生 活 の 諸 問 題
で も 適 切 に 判 断 で き る よ う に す る ． こ こ で ， ① ～
⑥ を 半 径 と 円 の 面 積 の 例 に あ て は め る ．  
① い ろ い ろ な 大 き さ の 円 を た く さ ん か く ．  
② 半 径 と 円 の 面 積 に 関 係 が あ る 気 が す る ．  
③ 半 径 と 円 の 面 積 に 関 係 が あ る か を 調 べ る ．  
④ 半 径 の 値 を １ ㎝ ， ２ ㎝ ， ３ ㎝ と し て 円 の 面 積  
を 調 べ る ． 半 径 を ｒ ， 面 積 を Ａ と す る と Ａ ＝  
π ｒ  2に な る ．  
⑤ 法 則 が Ａ ＝ π ｒ  2だ け で あ る の か ， 多 種 多 様 の  
方 面 か ら の 材 料 に よ っ て 考 え る ．  
⑥ 半 径 と 円 の 円 周 に も 関 係 が あ る ． 半 径 を ｒ ，  
円 周 を ℓと す る と ℓ＝ ２ π ｒ に な る ．  
  
① の 段 階 は「 試 み に コ ン パ ス を 採 っ て ，大 小 種 々  
の 円 を 書 い て み ま し ょ う ． し か し た く さ ん の 円 が
書 か れ た だ け で は ， 数 学 と は 申 さ れ ま せ ん 」 と あ
る よ う に ， 具 体 的 な 事 例 で 数 学 と な っ て い な い ．  
 ② の 段 階 は ， 半 径 と 円 の 面 積 に 関 係 が あ る か 検  
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査しようとしているため，この段階で関数の観念  
になる．  
 ③④の段階では数学的思惟によって帰納的に法
則を発見している．  
 ⑤⑥の段階ではみつけた法則（関係）がないか，  
帰納的に法則を発見している．  
 
つまり具体的な事例を一般化するとこに科学的
精神が働き，ここに関数の観念が活躍する．グラ
フをかかなくても，関連する量の間に成り立つ関
係の性質を明らかにすることが重要なのである．  
このように，小倉金之助が定義する関数観念の
指導は以下の通りになる．  
・児童自ら事象をみつける．  
・事象に関係がないか検討する．  
・帰納的に法則を推論する．  
・グラフを用いずに，関数関係を見いだす．  
・関数関係をみいだすことに慣れる．  
  
3 .2   昭和 48(1973)年における関数の考えの指導  
 昭和 48 年 (1973)に文部省から発行された「小学
校算数指導資料  関数の考えの指導」を基に，関
数の見方・考えを育成する上での指導について考
察する．関数の見方・考えを伸ばす上で重要な 観
点は３点あげられる．  
 
a   依存関係に着目すること．  
 これは昭和 48 年 (1973)における関数の考えであ
る「一つの変量を，他の幾つかの変量に置き換え，
それらによってとらえることができる」のような
考察ができるための契機となる観点が依存関係に
着目することである．  
 依存関係に着目するような指導とは，「 2 つの数
量を関係づける [3 年 ]」を中心に検討する．  
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[例１  問題の与え方の工夫 ]  
 右の図の面積を求めさせる  
場合，必要な長さを与えて，  
「面積を求めよ．」とすると，  
求積計算の練習にすぎない問  
題となる．さらに，家の敷地  
など日常の問題では，かならずしも長さが与えら
れておらず，自分で長さを測ればよいか考えなく
てはならない．  
 そこで「どこを測れば面積が求められるか ，測
るところはできるだけ少なくし，実際に測って面
積を求めよ」という問題にする．こうすることで，
形や面積がどの辺によってきまってくるかを必然
的に考えることとなり，依存関係に必要性がわか
り，より深い学習ができる．  
  
このように依存関係に着目するとは以下のよう
なことである．  
・ある変数を調べるのに，それに関係している  
数量はどれか考えること．  
・具体的な場面でどれが変数なのか，またそれ  
に対応する変数はどれか考えること．  
 
b   関数関係を見つけたり，用いたりすること．  
 これは 2 つの変量が関数関係にあることが分か
ったら，その関係の規則や変化の特徴を詳しく調
べ，それを用いて物事の理解を深めたり，問題を
解決したりすることである．ここでは (1 )関数関係
をみつける (2 )関数関係を用いることに分けて考察
する．  
 
(1 )関数関係を見つけること  
 関数関係を見つけることとは，調べたい 2 つの
変数Ｘ，Ｙが関数関係にある場合，変数Ｘと変数
Ｙの対応の規則を明らかにしたり，変数Ｘの変化
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に対応する変数Ｙの変化の特徴を明らかに したり
することである．このような規則や特徴を明らか
にする学習は低学年から積み重ねられていく必要
がある．また，同じ関数関係でも，対応の規則や
変化の特徴は，いろいろにとらえることができる．
例えばｙ＝ 5×ｘについて検討する．  
 
ア  対応の規則として検討．  
 ⅹにⅹの 5 の倍が対応すると見る．  
または y÷ⅹ＝ 5 と見る．  
 
 
 
 
イ  ⅹが 1 増えると， y は 5 増えるととらえる．  
 これに「ⅹが 0 のとき，y も 0 になる」という性
質を加えると比例関係 y＝ 5×ⅹになる．  
 
ウ  ⅹが 2 倍， 3 倍になると， y も 2 倍， 3 倍にな  
るととらえる．  
 これに「ⅹ＝ 1 のとき， y＝ 5 になる」を付け加
えると，比例定数 5 がきまる．  
 
 このように対応の規則や変化の特徴は一通りで
はない．また変化の見方として，以下の観点があ
ることがわかる．  
・一方の変数が一定ずつ増えるとき，他方はど  
のように変化していくか．  
・一方の変数が 2 倍，3 倍になると，他方はどの  
ように変化していくか．  
 
(2 )関数関係を利用すること  
 関数関係は見いだすだけでは十分の価値 がでて
こない．変数間の対応や変化の仕方を知ることに
よって，物事の理解が深められたり，問題解決が
ⅹ  1  2  3  4  5  
y  5  10  15  20  25  
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容易になったりする．また一般的な規則や特徴を
発見するだけでなく，適用させることにより，関
数の考えのよさがわかる ．例えば問題の解決に 関
数関係を利用する場合を検討する．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 関数の考えで問題を解くと，「定数の 13 個を変
数□個に置き換え，対応する周の長さを△㎝とす
る．」という考え方になる．  
 変数□に変域の数を順序よく 1，2，3…と代入し，
それに対応する△の値を求める．  
三 角 形 の 数
(□個 )  
１  ２  ３  ４  …  13  
周 の 長 さ  
(△㎝ )  
３  ４  ５  ６  …  (   )  
表にまとめると，対応の規則□＋２＝△をみつ
けることができる．その規則を利用して，□が 13
になった場合の△の値を見いだす．  
  
c   関数関係を表現すること．  
 これは関数関係の表現の仕方として表，グラフ
と式があることを知り，それぞれの表現のよさを
知り，それを利用することである ．表，グラフな
どの扱いは，表面的な技能だけの指導に陥ること
がないように留意し，ｂの観点と密接に結びつけ
て指導する必要がある．また表，グラフと式には
それぞれ長所，短所がある．  
 
例題  
 1 辺 1 ㎝の正三角形を下の図のように横へ  
1 列に 13 個ならべました．  
できた図形の周囲は何㎝でしょう．  
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 表  グラフ  式  
長
所  
対 応 す る 値 の
組 そ の も の を
示している．対
応 す る 値 が は
っ き り で て い
る．  
対 応 す る 値 の
組 そ の も の を
示している．対
応 や 変 化 が 一
目でわかる．  
対 応 の 規 則 を
示 し て い る と
見 る こ と が で
きる．  
短
所  
連 続 量 の 場 合
等，全部書きき
れ な い こ と が
多い．  
数 値 は 近 似 的
で あ る こ と が
多い．  
変 化 を 直 観 的
に 知 る に は グ
ラ フ に 比 べ て
不便である．  
 
 このように昭和 48(1973)年における関数の考え
を育成する上での指導についてまとめると以下の
通りになる．  
・変数 X を調べるのに，それに関係している変  
数 Y を考えることができる問題提示，指導を  
行う．  
・具体的な場面でどれが変数か考えることがで  
 きること．  
・変数の対応規則や特徴を明らかにすること  
・関数関係を問題解決等に用いること，また適  
 用できる問題提示をすること．  
・グラフ，表や式の長所と短所を把握し，表現  
すること．  
  
また 2 .4 で述べた関数の見方・考え (ア～オ )と指
導 (a～ c )の関連について考察する．  
 「 a  依存関係に着目する」はどれが変数か ，ま
た対応する変数を考えることより ，アの「事象を
科学的に考察し処理する能力や態度の育成をねら
っていること」と関連している．また具体的な場
面で変数を調べるとき，とらえやすいように置き
換える場合があるため，ウの「事象を数理的にと
らえること」と関連している．  
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「 b  関数関係を見つけたり，用いたりすること」
は関数関係を見つける手掛かりとして ，わからな
いことを具体的な数値をあてはめ考えたり ，対応
する値から帰納的に推論したりするため，ウの「事
象を数理的にとらえること」とエの「帰納などに
よる推論と関数の考えとの関係」と関連している．
また，公式等は関数関係を用いることによって，
よりわかりやすく内容を理解することができるた
め，イの「算数で指導される各内容を ，関数の考
えに立って考察させることによって，その意味を
一層よく理解させうるという立場に立って ，関数
の考えを取り上げること」とオの「図形の理解と
関数の考えとの関係」と関連している．  
  
「 c  関数関係を表現すること」はわからない規則
性が表，グラフや式を用いることにより，規則性
や特徴をより詳しく読み取ることができたり ，数
と計算の領域の学習の際 に，式から数量の関係を
読みとることができたりすることができるため ，
関数の考えアからオすべて関連している．  
 
 このように関数の見方・考えを定義するだけで
なく，関数の見方・考えを生かすような指導が必
要だと考える．また問題提示の点で，関数の見方・
考えを用いることのできる問題にする必要がある． 
 
 
3 .3   平成 20(2008)年における関数の考えの指導  
 平成 20(2008)年に文部科学省から発行された小
学校学習指導要領を基に考察していく．現在，関
数の考えを生かすための指導は主に 3 つある．  
a   ある場面での数量や図形についての事柄が，ほ  
かのどんな事柄と関係するかに着目すること ． 
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 ある変数 X が変化すれば，他の変数 Y は変化す
るかといったような関係に着目することで，二つ
の事柄の間の依存関係を調べることができるよう
になる．  
 
b   二つの事柄の変化や対応の特徴を調べていく  
こと．  
 伴って変わる二つの数量の間には，変化の規則
性などの関係を見つけられる．数量やその関係を
言葉，数，式，図，表，グラフを用いて表し，表
現されたものから，さらに詳しく変化や対応の規
則性の様子を読み取ることもできるようになる．  
 
c   b のようにして見いだした変化や対応の規則性  
を様々な問題の解決に活用し，その思考過程や
結果を表現したり，説明したりすること．  
 第 1 学年から第 3 学年ではものとものとを対応
つけたり，乗数が 1 ずつ増えるときの積の増え方
の様子に着目したりすることができるように指導
する．  
 第 4 学年では，伴って変わる二つの数量の関係
を見いだし，それらの数量の間の関係を表や折れ
線グラフを用いて表したり，特徴を読み取ったり
することを指導する．  
 第 5 学年では，伴って変わる二つの数量の関係
として，簡単な場合についての比例の関係を表を
用いて考察することを指導する．  
 第 6 学年では伴って変わる二つの数量の関係と
しての比例の関係について，式，表，グラフを用
いて特徴を調べたり，比例の関係を用いて問題を
解決したりすることや，反比例の関係について指
導する．  
 
34 
 
 このように平成 20(2008)年における関数の考え
を育成する上での指導についてまとめると以下の
通りになる．  
・ある変数 X が変化すると他の変数 Y も変化す  
るという関係に着目できる指導  
・伴って 2 つの数量の変化，規則性をみつける  
ことができるようにする．  
・表，グラフ，式，図，数，言葉を用いて関数  
関係を表すことができる．  
・表現されたものから規則性や特徴を読み取る． 
・低学年では変化に着目できるようにする．  
・中学年では 2 つの変量の関係に着目し，関数  
関係をみつけたり，用いたりすることができ  
る．  
・高学年では 2 つの数量の関係に着目し，比例  
の関係をみつけたり，用いたりすることがで  
きる．  
 
 また，平成 20(2008)年の関数の考えと指導 (a～
b)との関連について考察する．  
「 a  ある場面での数量や図形についての事柄が ，
ほかのどんな事柄と関係するかに着目すること」
はある数量が変化すれば，ほかの数量がきまるよ
うな関係に着目することであるため，変化や対応
した規則性を読み取る前，つまり関数の考えの大
前提である．  
「 b  二つの事柄の変化や対応の特徴を調べてい
くこと」と「 c   b のようにして見いだした変化や
対応の規則性を様々な問題の解決に活用し，その
思考過程や結果を表現したり，説明したりするこ
と」は 2 つの数量を調べることで，明らかになっ
た変化や特徴によって図形や数量の理解を図り，
問題を解くことができるという点で関連している ． 
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3 .4 筆者の考察  
 小倉金之助，昭和 48(1973)年，平成 20(2008)年
の各年代で定義されている関数の見方・考えを育
成する上での指導をする際に重要なポイントを考
察した．各年代の関数の見方・考えを育成する上
での指導のポイントの共通点，相違点は第 4 章で
考察する．  
 関数の見方・考えの指導の観点の 1 つに「依存
関係に着目する」は一般にどんな量がどんな量と
関係しているか見いだそうとする ことである．し
かし，授業内で提示する問題は必要十分な条件，
つまり 2 つの変数を備えており，その条件をすべ
て用いると問題を解決できるようになっている場
合がある．これでは，問題のなかで，ある量をき
めるには，どんな量をきめなければならないかと
見だそうとする考え，つまり関数の見方・考え の
依存関係を着目する力を伸ばすとは考えにくい ．
そのため問題を提示する際には，一般にどんな量
をきめるには，どんな量きめなくてはならないと
考えたり，変わる量の間にあるきまりを見いだそ
うとしたりすることができるような問題を提案す
る必要があると考える．  
 また，関数関係の表現の仕方として ，それぞれ
の表現の長所，短所を把握し，問題や関数関係に
応じた表現方法を用いる必要があると考える．  
  
このように考察したことを課題として以下のよ
うにまとめる．  
＜課題 3＞  
授業で提示される問題が 与えられた条件を固定
的に受けとめ，求答を重視するような問題となっ
ていないかという点で疑問である．  
＜課題 4＞  
 関数関係の表現の仕方が適切に用いられている
かという点で疑問である．  
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第 3 章の要約  
本章では，関数の見方・考えを育成する上での
指導について，昭和 48(1973 )年と平成 20(2008)年
の 2 つの年代の指導を考察した．考察する際，各
年代の関数の見方・考えと考えられる指導が関連
しているか，検討をした．  
 
＜小倉金之助における関数の見方・考えの指導＞  
・児童自ら事象をみつける．  
・事象に関係がないか検討する．  
・帰納的に法則を推論する．  
・グラフを用いずに，関数関係を見いだす．  
・関数関係をみいだすことに慣れる．  
 
＜昭和 48 年における関数の見方・考えの指導＞  
a 依存関係に着目すること．  
b  関数関係を見つけたり，用いたりすること．  
c  関数関係を表，グラフ，式を使って表現する．  
このとき，表，グラフ，式の長所と短所を把握  
し，適切に表現する．  
 
＜平成 20 年における関数の見方・考えの指導＞  
a  ある場所での数量や図形についての事柄が，他  
のどんな事柄と関係するかに注目すること．  
依存関係に着目すること．  
b  2 つの事柄の変化や対応の規則性や特徴を表し
た表やグラフ，式，図，数，言葉からより詳し
く調べていくこと．  
c  見いだした変化や特徴を様々な問題解決に生か  
すこと．  
 
 このように各年代の関数の見方・考えを考察す
ると以下のような課題点が明らかになった．  
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＜課題 3＞  
授業で提示される問題が与えられた条件を固定
的に受けとめ，求答を重視するような問題となっ
ていないかという点で疑問である．  
＜課題 4＞  
 関数関係の表現の仕方が適切に用いられている
かという点で疑問である．  
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第 4 章   
関数の見方・考えの指導の提案  
   
 
4 .1 関数の見方・考え  
4 .2 関数の考えの指導  
 
 
  本章では，第 2 章，第 3 章で考察したことを
踏まえ，新たに関数の見方・考えの指導の枠組み
を考察する．  
4 .1 では第 2 章で考察した関数の見方・考えを年
代別に比較し，筆者が考える関数の見方・考えを
考察する．4 .2 では第 3 章で考察した関数の考えの
指導を年代別に比較し， 4 .1 で提案した関数の見
方・考えに関連する指導を考察する．  
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第 4 章  関数の見方・考えの指導の提案  
 
4 .1 関数の見方・考え  
 4 .1 .1 年代別の関数の見方・考えの比較  
 第 2 章で考察した年代ごとに定義されている関
数の見方・考え方のちがいを考察する．  
ジョン＝ペリーによって欧州諸国で行われた数
学教育の改良運動で重視された二つの視点「ア  
微積分へのアプローチと科学的な探究の精神の育
成」「イ  統合のアイデアとしての関数の考え」は，
考察した全ての年代の関数の見方・考えに共通し
ている視点である．そのため改良運動で重視され
たア，イの 2 点は関数の見方・考えの重要な視点
であると考える．  
小倉金之助は，日常生活の事象や自然科学の事
象を教材とし，そのなかに関係を見つけるところ
に関数観念があると述べている．昭和 48(1973)年
における関数の見方・考えでは，事象を数学的に
とらえ，変化するものが何に対応しているのか (変
量 X に対して変量 Y がある )ことが重視されている．
小倉金之助の関数観念と昭和 48(1973)年における
関数の見方・考えを比較すると，事象が自然科学
から算数・数学だけに対象とされている．事象を
とらえやすいように数理化するという観点は共通
している．  
また昭和 48(1973)年における関数の見方・考え
にふくまれる「事象を数理的にとらえる」「帰納的
に考え筋道をたてる」という 2 つの観点は，平成
20(2008)年の小学校学習指導要領における算数科
の全体の目標，考える力や表現する力を育むもの
として重点が置かれている．「事象を数理的にとら
える」点は算数的活動を通して算数の価値や意義
に気づくことを重要とされている．  
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このように各年代における関数の見方・考えに
おいて共通される点，変化している点をまとめる
と以下の通りになる．  
＜共通点＞  
・算数の内容をよりよく理解することを図る．  
(統合的・発展的 )         
・数学的な考え，算数で目標とする諸能力を育成  
する．  
・低学年からの指導が必要である．  
 
＜相違点＞  
・昭和 48(1973)年における関数の見方・考えのな  
かで重要な視点としてあげられている「事象を  
数理的にとらえる」「帰納からの推論」が，平成  
20 (2008)年では算数全体の目標，諸能力の育成  
する視点として定義されている．  
 
 
4 .1 .2 関数の見方・考えの提案  
 第 2 章， 4 .1 .1 をふまえ，新たに関数の見方・考
えについて検討する．  
 関数の見方・考えについて検討する際に，より
明確に記されている昭和 48(1973)年における関数
の見方・考えを推奨する．昭和 48(1973)年の関数
の見方・考えに加えて，「演繹などによる推論と関
数の考え」を提案する．  
 演繹などによる推論とは，一般的なきまりをと
らえ，個々の事例に通ずるか洞察することである． 
ここでは，個々の事例にある幾つかの変数を認め
ている．さらに一般的なきまりをもとにして，問
題をとらえ，処理しようとすることは関数の考え
による考察を引きだしていると考える．  
 また，一般的なきまりに基づいて考えることは，
統合的，発展的な考察の際にも重要となると考え
る．  
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 このように提案する関数の見方・考えは以下の
通りとなる．  
  
ア  事象を科学的に考察し処理する能力や態度  
 イ  算数で指導される各内容を一層よく理解さ  
   せる  
 ウ  事象を数理的にとらえる  
 エ  帰納などによる推論  
 オ  演繹などによる推論  
 カ  図形の理解  
 
 
4 .2 関数の見方・考えの指導  
 4 .2 .1 年代別の関数の見方・考えの指導の比較  
 第 3章で考察した小倉金之助と昭和 48(1973)年，
平成 20(2008)年における関数の見方・考えを育成
する指導を比較し，考察する．  
 共通点とあげられるのは，ある場面や問題で，
どれが変数なのか，また対応している変数はどれ
か考えることである．つまり，依存関係に着目す
ることができるようにすることである．また低学
年から依存関係に着目することができるような指
導をすることが共通点としてあげられる．  
 相違点としてあげられるのは，関数関係の表現
の仕方である．小倉金之助はグラフに表さなくて
も，関数関係を明らかにすることが重要とされる．
しかし昭和 48(1973)年では関数関係の表現の仕方
として，グラフ，表，式が使われている．そして
平成 20(2008)年ではグラフ，表，式に加えて図，
数，言葉で表すとされている．また昭和 48(1973)
年では関数関係を見つけ，問題解決に用いり，関
数関係を表現する流れであるが，平成 20(2008)年
では表現されたものから関数関係をみつけ，問題
解決に生かすという流れである．また関数関係を
表現されたものの位置づけが年代によって異なっ
42 
 
ていると考える．昭和 48(1973)年では見つけた関
数関係を表現することでさらに特徴を詳しく表す
とされている．しかし，平成 20(2008)年では関数
関係を明らかにしたり，問題解決したりするため
に表現されたものを用いるとしている．  
 
このように各年代における関数の見方・考えの
指導の共通点，相違点をまとめると以下の通りに
なる．  
＜共通点＞  
・低学年から依存関係に着目するような指導をす  
ること．  
 
＜相違点＞  
・平成 20(2008)年では，グラフ，表，式に加えて  
図，数，言葉が関数関係を表す方法と定義され  
ている．  
・表現したものの位置づけが異なる．  
 
 
 4 .2 .2 関数の見方・考えの指導の提案  
 第 3 章， 4 .2 .2，さらに 4 .1 .2 で提案した関数の
見方・考えをふくめ，関数の見方・考えが育成す
るような指導を検討する．  
 昭和 48(1973)年と平成 20(2008)年における関数
の見方・考えを育成するような指導を参考にし，
指導する上で必要なポイントは以下のとおりであ
る．  
a   依存関係に着目する  
変数 X を調べるのに，それに関係している変数 Y
を考えること，変数がどれか，対応している変数
はどれか考えることである．これは関数の考えの
基本となるため，低学年から依存関係に着目でき
るような指導をする必要がある．  
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b 関数関係をみつける  
２つの変数の特徴やきまりをみつけることであ
る．きまりを見つける手掛かりとして，帰納から
の推論をしたり，事象を数理的にとらえたりする． 
 
c   見いだした関数関係を用いる  
関数関係を問題に適用させることである．見い
だした関数関係を演繹的に推論することができる
よう指導する．  
 
d 関数関係を表現する  
グラフや表，式を使って関数関係を表すことで
ある．また表現したものから対応する規則性や特
徴を読み取る．  
グラフや表，式の長所，短所は昭和 48(1973)年
における関数の見方・考えの育成を図る指導 (3 .1 )
を参照する．  
 表  グラフ  式  
長
所  
対 応 す る 値 の
組 そ の も の を
示している．対
応 す る 値 が は
っ き り で て い
る．  
対 応 す る 値 の
組 そ の も の を
示している．対
応 や 変 化 が 一
目でわかる．  
対 応 の 規 則 を
示 し て い る と
見 る こ と が で
きる．  
短
所  
連 続 量 の 場 合
等，全部書きき
れ な い こ と が
多い．  
数 値 は 近 似 的
で あ る こ と が
多い．  
変 化 を 直 観 的
に 知 る に は グ
ラ フ に 比 べ て
不便である．  
 
平成 20(2008)年における関数の見方・考えの育
成を図る指導に表現方法として定義されている図 ，
言葉の長所と短所を考える．  
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 図  言葉  
長
所  
視 覚 的 に 表 現
されるため，一
目 で 対 応 や 変
化がわかる．  
言葉に表されたことが，具体
的 に 対 応 や 変 化 を 想 像 で き
る．  
短
所  
数 値 は 近 似 的
で あ る こ と が
多い．  
抽象化された記号を組み合わ
せたものであるため，表象さ
れたもとの対象を把握するの
に，多くの知識と習熟された
技能を必要とする．  
 
各々の表現方法の長所と短所を考察し，筆者は
関数関係の表現方法として適切なものはグラフ，
表，式，図だと考える．言葉は関数関係の特徴を
表す表現方法として適切ではないと考える．なぜ
なら表象が抽象的になりやすく，その表象を把握
するのに多くの知識と習熟された技能が必要であ
るため，捉え方が人によって異なる場合があるか
らである．そのため，関数関係を表すものとして
視覚的に把握しやすいものが適切だと考える．  
表現方法はそれぞれの長所，短所を把握して，
適切なものをつかって表現する必要がある．  
 
このように関数の見方・考えの指導のポイント
は以下の４つある．  
a   依存関係に着目する．  
b   関数関係を見つける．  
c   見いだした関数関係を用いる．  
d   関数関係を表現する．  
  (表現の仕方はグラフ，表，式，図 )  
 
関数の見方・考えは一時的な指導によって育成
されるものではないため，永続的な指導を行う必
要がある．  
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また以上のようなことを児童たちが考える，着
目できるような問題提示，授業内容を教師たちは
行う必要がある．  
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第 4 章の要約  
 第 4 章では第 2 章，第 3 章で考察したことをふ
まえ，新たに考える関数の見方・考え，関数の見
方・考えの指導を提案する．  
 
＜関数の見方・考えの提案＞  
ア  事象を科学的に考察し処理する能力や態度  
 イ  算数で指導される各内容を一層よく理解を  
図る  
 ウ  事象を数理的にとらえる  
 エ  帰納などによる推論  
 オ  演繹などによる推論  
 カ  図形の理解  
 
＜関数の見方・考えの指導の提案＞  
a   依存関係に着目する．  
b   関数関係を見つける．  
c   見いだした関数関係を用いる．  
d   関数関係を表現する．  
  (表現の仕方はグラフ，表，式，図 )  
  
 関数の見方・考えの指導のポイントを具体的に
考えることで，関数の考え，関数の見方・考えの
育成を図る指導について考察することができた．  
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第 5 章   
指導案の分析  
 
 
5 .1    分析の概要  
5 .2  分析の結果  
5 .3    分析の考察  
 
 
本章では 4 章で考察した関数の見方・考えの育
成を図る指導が実際の指導案に当てはまるのか検
討する．雑誌「新しい算数研究」の今月の指導に
掲載されている昭和 47(1972)から平成 20(2008)年
までの指導案を分析していく．そして各年代で行
われている指導のちがいを考察する．  
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第 5 章  指導案の分析  
 
5 .1    分析の概要  
5 .1 .1  分析の目的  
昭和 47(1947)年から平成 20(2008)年までの指導
案を分析することで，関数の見方・考えの指導の
実態を知り，関数の見方・考えの育成を図るよう
な指導が行われているのか，年代ごとにちがいが
あるのかを明らかにすることを目的とする．  
 
 
5 .1 .2   分析の方法  
分析する指導案は雑誌「新しい算数研究」に掲
載されている「今月の指導」を参考にする．分析
する年代は昭和 47(1947)年から平成 20(2008)年ま
での指導案とする．また分析する指導案の学年は 4
～ 6 学年を対象とする．  
分析する単元は関数の見方・考えが用いられる
数量関係の領域である単元とする．そのため 4 学
年では「伴って変わる 2 つの数量関係」， 5 学年で
は「百分率」， 6 学年では「比例・反比例」の単元
を参考にする．  
分析方法は第 4 章で述べた関数の見方・考え，
関数の見方・考えの育成を図る指導の項目に当て
はまるか，指導案を分析する．  
 
5 .2  分析の結果  
 はじめに，＜課題 3＞にある「授業で提示される
問題が与えられた条件を固定的に受けとめ ，求答
を重視するような問題となっていないか」という
点について分析する．分析によって次のような結
果が得られた．  
 
＜ 4 学年  単元「伴って変わる 2 つの数量関係」＞  
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 こ の 単 元 は 「 具 体 的 な 場 面 に お い て ， 伴 っ て 変
わ る 2 つ の 数 量 が あ る こ と に 着 目 し ， そ れ ら の 関
係 を 表 や グ ラ フ を 用 い て 表 し ， 関 係 を 明 ら か に す
る 能 力 を 伸 ば し て い く こ と を ね ら い と し て い る 」
{平 成 20(2008)年  小 学 校 学 習 指 導 要 領 . p134}と 定
義 さ れ る ．  
 提 示 さ れ た 問 題 か ら ， ど れ が 変 数 な の か ， ま た
対 応 し て い る 変 数 ， つ ま り 依 存 関 係 に あ る 変 数 を
読 み 取 る と ， ほ と ん ど の 問 題 は そ の 問 題 の 解 決 に
必 要 な 条 件 を 与 え て い る ． 依 存 関 係 に あ る 変 数 は
ど れ か ， 児 童 自 身 が 考 え る よ う な 問 題 に な っ て い
る と 考 え ら れ る の は 昭 和 46(1971)年 だ け で あ る ．  
 ま た 提 示 さ れ た 問 題 の 内 容 は 日 常 事 象 を 問 題 に
し た も の と 図 形 か ら 関 数 関 係 に つ い て 考 え る も の
が 多 い ．  
 
(表 5-1 )  
年 代  単 元 名  問 題 文  依 存 関 係 に あ
る 変 数  
1 9 7 1  
( S 4 6 )  
表 と グ
ラ フ の
指 導  
た く さ ん の 画 用 紙 が あ
り ま す ． ど う や っ て 数 え
た ら よ い で し ょ う か ．  
・ 枚 数  
・ 重 さ  
・ 紙 の 厚 さ  
1 9 7 4  
( S 4 9 )  
き ま り
を 見 つ
け る  
3 種 の ブ ラ ッ ク ボ ッ ク
ス の き ま り を 調 べ ま し ょ
う ．① (出 て く る 数 )＝ (入
れ た 数 )＋ 2  ② (出 て く
る 数 )＝ (入 れ た 数 )×2  
③ (出 て く る 数 )＝ (入 れ
た 数 )²  
・ 入 れ た 数  
・ 出 て く る 数  
1 9 7 9  
( S 5 4 )  
表 と  
グ ラ フ  
ま さ し 君 は 見 た い テ レ
ビ が あ る の に お 母 さ ん か
ら お ふ ろ に 水 を 入 れ る よ
う に 頼 ま れ ま し た ． ま さ
し 君 の お ふ ろ は い つ も 底
・ 時 間  
・ 水 の 深 さ
(量 )  
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7 5 c m の 印の 付 い てい る
所ま で水 を 入れ るの で
す． まさ し 君は 7 5 c m の
とこ ろま で 水が たま るま
でじ っと ふ ろ場 にい るの
もい やだ し ，た びた び見
に来 るの も 大変 なの で困
って しま い まし た ． 何か
良い 方法 は ない でし ょう
か．  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
対応 す
る 2 つ
の量  
おは じき を 正方 形の か
たち にな ら べま す ． 1 辺
に 8 個な らべ る と ， まわ
りの おは じ きの 数 は 何個
です か ．  
・１ 辺の お は  
じき の数  
・全 体の 数  
1 9 8 4  
( S 5 9 )  
2 つの
変わ る
量  
まわ りの 長 さが 1 8 c m
の長 方形 の たて の長 さと
横の 長さ の 関係 を調 べよ
う．  
・た ての 長 さ  
・横 の長 さ  
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
変わ り
方し ら
べ  
1 辺が 1 c m の 六 角形 の
紙を なら べ て ， つな いだ
下の 図の 周 りの 長さ を求
めな さい ．  
 
・六 角形 の 数  
・周 りの 長 さ  
・い つも 一 定  
の部 分  
・個 数が 増 す  
と増 加す る  
部分  
1 9 9 9  
( H 11 )  
かわ り
方  
カレ ンダ ー ゲー ムを す
る． 5 つ の 数の 和 を正 確
に速 く見 つ ける ひみ つを
探そ う ．(あ る 数 を出 題さ
れる と ， そ の数 と上 下左
右に ある 5 つ の 数 の 総和
を答 える )  
・あ る数  
・ 5 つの 数 の  
総和  
1 9 9 9  かわ り 1 辺が 2 c m の 正 方形 を ・面 積  
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( H 11 )  方 調 べ  1 0 こ つ な げ た ら 面 積 は
何 c m ²に な る だ ろ う ．  
・ 正 方 形 の 数  
2 0 0 8  
( H 2 0
)  
か わ り
方  
表 裏 に 1 つ の 角 に シ ー
ル が 貼 っ て あ る 正 六 角 形
を 提 示 し ， 六 角 形 の 上 と
下 を 押 さ え 裏 返 す と シ ー
ル は ど こ に 貼 っ て あ る
か ．  
・ 表 の シ ー ル  
・ 裏 の シ ー ル  
 
 
＜ 5 学 年  単 元 「 百 分 率 」 ＞  
 「 百 分 率 」 は 資 料 を 数 量 的 に 考 察 す る 場 合 に ，
数 量 の 大 き さ の 間 の 関 係 を 差 で と ら え た り ， 資 料
の 全 体 と 部 分 ， 部 分 と 部 分 の 関 係 を 考 察 し た り す
る 場 合 に 用 い る ．  
 生 活 に 密 着 し た 問 題 が 多 い ． ま た 何 が 基 準 に な
っ て い る の か 考 え る よ う な 問 題 は 昭 和 60(1985)年 ，
昭 和 61(1986)年 ， 平 成 7(1997)年 に 提 示 さ れ て い
る 問 題 で あ る ．  
 
 
(表 5-2 )  
年 代  単 元 名  問 題 文  依 存 関 係 に
あ る 変 数  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
割 合 と  
グ ラ フ  
「 季 節 と け が の 種 類
の 関 係 を 調 べ る 」 と い
う 目 的 に 従 っ て ， 全 体
と 部 分 が 比 べ や す い グ
ラ フ を 工 夫 し て 書 こ
う ．  
・ 季 節  
・怪 我 の 種 類  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
割 合 と  
グ ラ フ  
学 校 の 敷 地 全 体 と 運
動 場 ， 学 校 の 敷 地 全 体
と 校 舎 の よ う に ， 学 校
全 体 と そ れ ぞ れ の 部 分
・学 校 の 敷 地
全 体  
・運 動 場 や 校  
 舎 な ど の  
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とを 比べ る グラ フを 作
って みよ う ．  
部分  
1 9 8 4  
( S 5 9 )  
割合 と  
グラ フ  
全体 の人 数 と比 べて
虫歯 の人 数 が多 いと い
える 学年 は どこ か調 べ
よう ．  
・全体 の人 数  
・虫歯 の人 数  
1 9 8 5  
( S 6 0 )  
割合  今日 は雨 降 りで す ．
教室 で輪 投 げ遊 びを し
まし た ．太 郎君 は 1 0 回
投げ て 6 回入 り まし
た ． とこ ろ が次 郎君 は
7 回投げ て 4 回 入っ た
とこ ろで 休 み時 間が 終
わっ てし ま いま した ．
後で この 場 合ど ちら が
上手 とい え るか 問題 と
なり まし た ． ど ちら が
上手 と言 え るで しょ
う ．  
・投げ た回 数  
・入っ た回 数  
1 9 8 6  
( S 6 1 )  
割合 と  
グラ フ  
3 人の息 子 トム ， ジ
ェリ ー ， ハ ック がア ー
チェ リー の 自慢 をし て
いま した ． それ ぞれ が
「俺 が一 番 上手 だ」 と
言い 合っ て いま した ．
なか なか 結 論が でま せ
ん ． 誰が 一 番上 手い で
すか ．  
(ト 8 回中 6 回命 中 )  
(ジ 1 2 回中 8 回 命中 )  
(ハ  1 6 回中 1 0 回 命中 )  
・命中 した 回  
 数  
・やっ た回 数  
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
割合 と  
グラ フ  
帯グ ラフ で スー パー
の食 料品 の 値段 の一 の
位の 数字 を 調べ た棒 グ
・食品 の全 体  
・それ ぞれ の  
食料 品  
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ラフ を提 示 する ．  
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
帯グ ラフ  年度 別・ 学 年別 のけ
がの よう す がよ くわ か
るよ うに す るた め ， 工
夫し てグ ラ フに 表し て
みよ う ．  
・全体 の人 数  
・各学 年の 怪  
我の 人数  
1 9 8 9  
( H 1 )  
百分 率と  
グラ フ  
何年 生が 一 番虫 歯 の
人数 が少 な いで しょ
う ．  
・全体 の人 数  
・学年 ごと の  
虫歯 の人 数  
1 9 9 4  
( H 6 )  
百分 率と  
グラ フ  
今 ( 9 0 年 )と 3 0 年 前
では ，食 べ 物の 量は ど
のよ うに 変 化し たか 分
かり やす い 表や グラ フ
にし て調 べ よう ．  
・年代 別の 全  
体の 食べ  
物の 量  
・各々 の食 べ  
物の 量  
1 9 9 5  
( H 7 )  
帯グ ラフ
と円 グラ
フ  
鳥取 市の 男 子が 入っ
てい る運 動 クラ ブの 人
数の 表が あ りま す ． 津
ノ井 小学 校 は鳥 取市 全
体か ら見 る と野 球の 盛
んな 学校 と 言え ます
か ．  
・全体 の人 数  
・各々 のク ラ  
ブに 所属  
して いる  
人数  
1 9 9 7  
( H 9 )  
割合  入江 先生 と 瀬端 先生
では どち ら がバ スケ ッ
トの シュ ー トが うま い
と言 える で しょ う ． ま
たそ のわ け を説 明し ま
しょ う ．  
( 1 回目 に 提示 す る表 )  
名前  入っ た数  
入江  5 回  
瀬端  6 回  
( 2 回目 に 提示 す る表 )  
名前  シュ ー
ト数  
入っ
た数  
・シュ ート の  
 数  
・入 った 数  
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入江  8 回  5 回  
瀬端  1 0 回  6 回  
 
2 0 0 0  
( H 1 2 )  
百分 率と
グラ フ  
学校 のク ラ ブの 定員
です ．ど の クラ ブが 一
番入 れや す いと 言え ま
すか ．  
・各々 の ク ラ  
ブに 入 り  
たい 人数  
・定 員人 数  
 
＜ 6 学年  単元「比例・反比例」＞        
 単元「比例・反比例」は，「これまでに指導して
きた数量関係について見方をまとめるために，伴
って変わる二つの数量の中から特に比例の関係に
あるものを中心に考察し，関数の考えを伸ばすこ
とをねらいとしている」{平成 20(2008)年  小学校
学習指導要領 . p177}と定義されている．  
 提示された問題から依存関係にある変数をみつ
けることは関数の見方・考えを育成する．しかし  
昭和 47(1972)年，昭和 58(1983)年，昭和 63(1988)
年の事例以外は問題文に比例する 2 つの変量をは
じめから与えてしまう提示方法である．問題のほ
とんどが日常事象にあるような事例，図形を用い
た事例である．  
(表 5-3 )  
年代  単元 名  問題 文  依存 関係 に
ある 変数  
1 9 7 2  
( S 4 7 )  
比例 の  
指導  
ロー ラー ス ケー トの
リン クが あ りま す ． 周
りの 長さ が ， 9 4 . 2 m あ
りま す ．周 りの 長 さを ，
今よ り 6 2 . 8 m 長 くし た
いと 思 い ま す ． どう し
たら よい で しょ うか ．  
・周 りの 長さ  
・直 径  
・面 積  
1 9 7 9  
( S 5 4 )  
比例  同じ 量の 水 を出 し続
ける と何 分 後に は何 c c
にな りま す か ．  
・水 の量  
・時 間  
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1 9 7 9  
( S 5 4 )  
反 比 例  黒 板 に 書 い た 1 0 点
の 座 標 の 2 つ の 数 の 組
の 関 係 は ど の よ う に な
り ま す か ．  
・ ⅹ 座 標  
・ ｙ 座 標  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
比 例  規 則 的 に 変 化 す る も
の の 例 か ら 2 つ の 量 の
間 に は 変 わ り 方 や 対 応
の 仕 方 が 似 て い る も の
が あ る で し ょ う ． そ れ
を 見 つ け て 仲 間 分 け し
て く だ さ い ．  
・ 2 つ の 量  
1 9 8 1  
( S 5 6 )  
比 例  4 分 間 で ，水 槽 に 水 が
1 8 c m た ま り ま し た ．1 5
分 間 水 を 入 れ る と ， 水
の 深 さ は ，何 c m に な る
で し ょ う ．  
・ 水 の 深 さ  
・ 時 間  
1 9 8 3  
( S 5 8 )  
比 例  (ば ね を 伸 ば し て 見 せ  
て )ば ね は 長 く な っ た  
り ， 短 く な っ た り し ま  
す ． ど ん な 時 ， 長 く 伸  
び ま す か ．  
・ 長 さ  
・ 重 さ  
1 9 8 3  
( S 5 8 )  
比 例 と  
反 比 例  
面 積 一 定 の 長 方 形 の
た て と よ こ の 長 さ の 変
化 を 取 り 上 げ ， 反 比 例
の グ ラ フ を 丁 寧 に 作 っ
て み よ う ．  
・た て の 長 さ  
・ 横 の 長 さ  
1 9 8 4  
( S 5 9 )  
比 例 関 係
を 生 か し
て 問 題 解
決 を し よ
う  
比 例 を 使 っ て 解 決 す
る こ と の で き る 話 を 探
し て み よ う ． 自 分 で 比
例 関 係 を 用 い て 解 決 し
て み た い 場 面 を 考 え ，
ど う 調 べ た ら よ い か 計
画 し ， 解 決 し よ う ．  
・ 2 つ の 量  
1 9 8 4  反 比 例 の 面 積 が 2 4 c m ²の 長 方 ・た て の 長 さ  
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( S 5 9 )  指 導  形 ，た て の 長 さ a  c m と
横 の 長 さ b  c m の 関 係 を
調 べ よ う ．  
・ 横 の 長 さ  
1 9 8 5  
( S 6 0 )  
比 例  2 ℓで 4 . 2 m ²の か べ を
ぬ る こ と の で き る ペ ン
キ が あ り ま す ． 4 ℓで は
8 . 4 m ²ぬ れ ま す ．5 ℓで は
何 m ²ぬ れ ま す か ．  
・ペ ン キ の 量  
・ m ²  
1 9 8 6  
( S 6 1 )  
比 例  こ の 前 ， 一 方 が 変 わ
る と ， も う 一 方 も 変 わ
る よ う な 2 量 の 関 係 を
出 し て も ら い ま し た ．
そ れ ぞ れ ど の よ う に 変
わ っ て い る か 調 べ て み
よ う ．  
・ 2 つ の 量  
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
比 例 を 用
い て 解 く
問 題  
1 2 時 か ら 1 時 の 間
で ， 時 計 が 止 ま っ て し
ま い ま し た ． 時 計 に は
分 の 目 盛 り が つ い て い
ま せ ん ． 長 針 と 短 針 の
角 度 を 測 っ た ら 2 8 6°
で し た ． 時 計 の 止 ま っ
た 時 刻 は 1 2 時 何 分 で
し ょ う か ．  
・ 1 分 間 で 長  
針 が 動 く  
角 度 ，  
・ 1 分 間 で 短  
針 が 動 く  
角 度  
1 9 8 8  
( S 6 3 )  
比 例  1 0 0 0 枚 1 し め に な っ
て い る わ ら 半 紙 か ら 何
枚 か 使 っ た 残 り が あ り
ま す ． 残 り の わ ら 半 紙
は 何 枚 あ り ま す か ．  
・ 厚 さ  
・ 重 さ  
・ 枚 数  
1 9 8 8  
( S 6 3 )  
比 例 ，  
反 比 例  
長 方 形 の 面 積 を
3 6 c m ²と 固 定 し た と き
の ， た て と 横 の 関 係 に
つ い て ， ど ん な き ま り
が あ る か 考 え て み ま し
・た て の 長 さ  
・ 横 の 長 さ  
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ょ う ．  
1 9 8 9  
( S 6 3 )  
反 比 例  長 方 形 の 面 積 を
1 2 c m ²と 固 定 し た と
き ， た て の 長 さ と 横 の
長 さ の 変 化 の 仕 方 に は
ど ん な き ま り が あ る か
調 べ て み ま し ょ う ．  
・た て の 長 さ  
・ 横 の 長 さ  
 比 例 ・  
反 比 例  
3 つ の 場 面 に つ い て ，
伴 っ て 変 わ る 2 つ の 量
の 関 係 を 調 べ る と き
に ， ど ん な 調 べ 方 を し
た い か 計 画 を た て ま し
ょ う ．  
① 道 の り が 1 2 k m の と
き ， 歩 く 速 さ と 時 間
の 関 係  
② 面 積 が 3 6 c m ²で 一 定
に し た と き の 三 角 形
の 底 辺 と 高 さ の 関 係  
③ ○ ×△ ＝ 2 4 の 式 の ○
と △ の 関 係  
① 速 さ ，時 間  
② 底 辺 ，高 さ  
③ ○ ， △  
 比 例 と  
反 比 例  
1 つ の 量 が 増 え る と
き ，そ れ に 伴 っ て も う 1
つ の 量 が 変 わ る も の を
探 し ま し ょ う ．  
・ 2 つ の 量  
1 9 9 8  
( H 1 0 )  
比 例 の  
活 用  
朝 7 時 5 6 分 東 京 発 の
新 幹 線 の ぞ み 5 号 に 乗
り ま し た ． 富 士 山 が 一
番 近 く に 見 え る の は 何
時 何 分 ご ろ で し ょ う ．  
・ 速 さ  
・ 時 間  
2 0 0 8  
( H 2 0 )  
変 わ り 方  二 つ の 大 小 が 異 な る
正 方 形 は ， ど こ が 違 う
で し ょ う ．  
・ 1 辺 の 長 さ  
・周 り の 長 さ  
・ 面 積  
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 次に第 4 章で考察した関数の見方・考え，関数
の見方・考えの育成を図る指導のポイントを授業
内で扱われているか分析する．  
＜関数の見方・考え＞  
ア  事象を科学的に考察し処理する能力や態度  
イ  算数で指導される各内容を一層よく理解を図  
  る  
ウ  事象を数理的にとらえる  
エ  帰納などによる推論  
オ  演繹などによる推論  
カ  図形の理解  
 
＜関数の見方・考えの育成を図る指導＞  
a   依存関係に着目する．  
b   関数関係を見つける．  
c   見いだした関数関係を用いる．  
d   関数関係を表現する．  
 
 以上のポイントを重視しながら指導案を分析す
る．  
＜ 4 学年  単元「伴って変わる 2 つの数量関係」＞  
 昭和 46(1971)年から平成 20(2008)年までの指導
案を分析して，ア，イ，ウ，エ， a， b のポイント
はすべてに当てはまる．関数関係，きまりをみつ
けるために表を用いて帰納的に推論する授業の流
れがすべての指導案にみられる．  
また昭和 46(1971)年と昭和 54(1979)年が表現方
法としてグラフを用いられている．グラフは変化
が明瞭であるため，特徴をつかむために適切とし
て取り上げられている．しかし，昭和 49(1979)年
から平成 20(2008)年では，表現方法として式が扱
われている．一般的なきまりとして表すために，
式が用いられている．  
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(表 5-4 )  
年代  単元 名  ア  イ  ウ  エ  オ  カ  a  b  c  d  
1 9 7 1  
( S 4 6 )  
表 と グ ラ
フの 指導  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
  ○  
 
○  
表  
 グラ フ  
1 9 7 4  
( S 4 9 )  
き ま り を
見つ ける  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○   ○  
 
○  
表  
 式  
1 9 7 9  
( S 5 4 )  
表と  
グラ フ  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○   
○  
 
○  
表
図  
○  
 
式 ,  
グラ フ  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
対応 する
2 つの量  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○   ○  
 
○  
表  
○  
式  
1 9 8 4  
( S 5 9 )  
2 つ の変
わる 量  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
  ○  
 
○  
表  
 
式  
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
変 わ り 方
しら べ  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○  ○  
 
○  
 
○  
表  
○  
 
式  
1 9 9 9  
( H 11 )  
かわ り方  ○  
 
○  ○  
 
○  
 
  ○  
 
○  
表  
○  
 
式  
1 9 9 9  
( H 11 )  
かわ り方
調べ  
○  
 
○  ○  
 
○  
 
 ○  
 
○  
 
○  
表  
○  
 
式  
2 0 0 8  
( H 2 0 )  
かわ り方  ○  ○  ○  
 
○  
 
○  ○  
 
○  
 
○  
表  
○  
 
式  
 
 
＜ 5 学年  単元「百分率」＞  
 単元「百分率」で扱われる変量はくらべる数量
ともとの数量が用いられている．分析した指導案
は変量の関係を式で求め ，それを分かりやすく表
現するという授業構成となっている．また事象を
数理化して，とらえにくいものをわかりやすく考
えるという関数の見方・考え はすべての指導案に
含まれている．しかし，帰納などの推論，演繹な
どの推論，図形の理解に当てはまる内容は含まれ
ていない．  
60 
 
 
(表 5-5 )  
年代  単元 名  ア  イ  ウ  エ  オ  カ  A  b  c  d  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
割合 と  
グラ フ  ○  ○  ○    
 
  ○     
円 ，帯 ， 
棒 グ ラ
フ  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
割合 と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
  ○     
帯 グ ラ
フ  
1 9 8 4  
( S 5 9 )  
割合 と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
  ○  ○    数  
1 9 8 5  
( S 6 0 )  
割合  
○  ○  ○    
 
  ○      数  
1 9 8 6  
( S 6 1 )  
割合 と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
  ○        
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
割合 と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
 ○      
帯 グ ラ
フ  
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
帯グ ラフ  
○  ○  ○    
 
  ○      
帯 グ ラ
フ  
1 9 8 9  
( H 1 )  
百分 率と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
 ○       式  
1 9 9 4  
( H 6 )  
百分 率 と  
グラ フ  
○  ○  ○    
 
 ○      
棒 ， 帯
グラ フ  
1 9 9 5  
( H 7 )  
帯グ ラフ
と  
円グ ラフ  
○  ○  ○    
 
  ○      グラ フ  
1 9 9 7  
( H 9 )  
割合  
○  ○  ○    
 
  ○      
帯 グ ラ
フ， 式  
2 0 0 0  
( H 1 2 )  
百分 率と
グラ フ  
○  ○  ○    
 
  ○      
式  
図  
 
＜ 6 学年  単元「比例・反比例」＞   
 昭和 47(1972)年から平成 20(2008)年までの指導
案を分析して，ア，イ， a， b のポイントはすべて
当てはまる．関数関係，きまりをみつけるために，
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表から帰納的に推論するという指導の流れがすべ
ての指導案にみられた．またみつかった関数関係
をグラフや式で演繹的に推論する活動が昭和
47(1972)年から昭和 59(1984)年までにみられる．  
 
(表 5-6 )  
年代  単元 名  ア  イ  ウ  エ  オ  カ  a  b  C  d  
1 9 7 2  
( S 4 7 )  
比例 の  
指導  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○  ○  
 
○  
 
○  
表  
○  
 
グ ラ フ  
式  
1 9 7 9  
( S 5 4 )  
比例  ○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○  
  
○  
 
○  
 
○  
 
表  
1 9 7 9  
( S 5 4 )  
反比 例  ○  
 
○  
 
  
○  
 
○  
  
○  
 
○  
式  
○  
 
式 ，  
グ ラ フ  
1 9 8 0  
( S 5 5 )  
比例  ○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○  
  
○  
 
○  
表  
○  
 
  
1 9 8 1  
( S 5 6 )  
比例  ○  
 
○  
 
○  
 
  
○  
  
○  
 
○  
 
○  
 
式  
1 9 8 3  
( S 5 8 )  
比例  ○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
 
  
○  
 
○  
表  
△    
1 9 8 3  
( S 5 8 )  
比例 と  
反比 例  
○  
 
○  
 
   
 ○  
 
○  
 
○  
表  
△  グ ラ フ  
1 9 8 4  
( S 5 9 )  
比例 関係
を生 かし
て問 題解
決を しよ
う  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
 
  
○  
 
○  
表  
○  式  
1 9 8 4  
( S 5 9 )  
反比 例の
指導  
○  
 
○  
 
  
○  
 
 ○  
 
○  
 
○  
表  
○  
 
式 ，  
グ ラ フ  
1 9 8 5  
( S 6 0 )  
比例  ○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
 
  
○  
 
○  
表  
  式  
1 9 8 6  
( S 6 1 )  
比例  ○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○  
  
○  
 
○  
表  
    
1 9 8 7  
( S 6 2 )  
比例 を用
いて 解く
 
○  
○  ○    
 
  ○  
○  
表  
○    
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問題   
1 9 8 8  
( S 6 3 )  
比例  ○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
 
  
○  
 
○  
 
○  
 
  
1 9 8 8  
( S 6 3 )  
比例 ,  
反比 例  
○  
 
○  
○  
 
○  
 
○  
  
○  
 
○  
表  
  
表 ,  
グ ラ フ  
1 9 8 9  
( S 6 3 )  
反比 例  ○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○  ○  
 
○  
 
○  
表  
  
 
グ ラ フ  
1 9 9 0  
( H 1 )  
比例 ・  
反比 例  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○  
  
○  
 
○  
表  
  
式 ,  
グ ラ フ  
1 9 9 7  
( H 9 )  
比例 と  
反比 例  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
 ○  
 
○  
 
○  
 
    
1 9 9 8  
( H 1 0 )  
比例 の  
活用  
○  
 
○  
 
○  
 
○  
 
○  
  
○  
 
○  
表  
○  
 
式  
グ ラ フ  
2 0 0 8  
( H 2 0 )  
変わ り方  ○  
 
○  
 
  
○  
 
 ○  
 
○  
 
○  
表  
    
 
5 .3    分析の考察  
 本分析は，昭和 47(1947)年から平成 20(2008)年
までの指導案を分析することで，関数の見方・考
えの指導の実態を知り，年代ごとにちがいがある
のか明らかにすることを目的として行った．  
問題提示では，はじめから比例する 2 変量，伴
って変わる 2 つの数量を与えている提示法が多く
みられた．変量を考えさせるような問題は昭和
47(1947)年頃にはみられたが，平成にかけてみら
れなくなっている．そのため，関数関係を見抜く
力，依存関係を着目する力を身につける指導が希
薄になっているように考える．また，すぐ問題を
解決できるような問題は関数の見方・考えを育成
する指導として好ましくないと考える．すぐ問題
を解決できるならば，関数関係をみつける必要が
ない．児童が関数関係，一般的なきまりをみつけ
る必要があると思うような問題にしなければなら
ないと考える．  
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また生活の中に密着するような問題が多くみら
れたため，昭和 47(1947)年から平成 20(2008)年に
かけて日常事象と関数関係を結びつけるような問
題提示は重視されているとわかる．日常事象から
問題を提示することによって，児童の興味を引き
付けつける．  
 
授業展開においては，関数の見方・考えの育成
を図るような指導のポイントを中心に分析し，課
題 2 としてあげた「改良運動後 (大正初期 )から平
成 22 年までの算数教育は，児童に関数の考えを生
かし，育成するような指導がなされているのか」
という点を明らかにする．  
4 学年， 5 学年， 6 学年の指導案を分析して，共
通点としてあげられるのは，関数関係を見つける
ために表を用いて帰納的に推論する授業が多くみ
られた．このことから，帰納的に推論することに
関して，関数の見方・考えが育成されていること
が期待できる．  
 
このように，指導案の分析によって明らかにな
った課題点は以下の通りとなる．  
・授業に取り扱う問題が徐々に固定的な提示方  
法となっている問題が実践されていること．  
 ・関数関係の表現の仕方がグラフと式が用いら  
れていたのが，徐々に式だけ用いられている  
ように，授業内で取り扱われる表現方法が固  
定的となっている．  
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第 5 章の要約  
 第 5 章では，筆者が提案した関数の見方・考え，
関数の見方・考えの育成を図るような指導のポイ
ントが行われているか，指導案の分析を行った．  
 分析する指導案は雑誌「新しい算数研究」に掲
載されている昭和 47(1947)年から平成 20(2008)年
までの「今月の指導」を参考にする．  
 分析を行う単元は「数量関係」の領域である 4
学年「伴って変わる 2 つの数量関係」， 5 学年「百
分率」， 6 学年「比例・反比例」の単元を参考にす
る．  
 分析をした結果，次のような事柄が明らかにな
った．  
 
＜すべての学年に共通する点＞  
・生活の中に密着するような問題が多い  
・はじめから問題が比例する 2 変量，伴って変わ
る 2 つの数量を与えている提示法が多くみられ
た．  
＜ 4 学年＞  
・表現方法として昭和 46(1971)年と昭和 54(1979)
年はグラフを用いられているが，昭和 49(1979)
年から平成 20(2008)年では，式が用いられてい
る．  
＜ 5 学年＞  
・帰納などの推論，演繹などの推論，図形の理解  
に当てはまる内容は含まれていない．  
＜ 6 学年＞  
・昭和 47(1972 )年から昭和 59(1984)年までに演繹  
的に推論する活動みられる．  
 
 このように関数の見方・考え，関数の見方・考
えの育成を図るような指導のポイントを提案する
ことで，指導の実態を知ることができた．  
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第 6 章  研究の結論と今後の課題  
 
 
6 .1  研究の結論  
       6 .2  今後の課題  
 
 
 本章では，本研究から結論と今後の課題を述べ
る．  
6 .1 では，研究によって得られた成果と結論につ
いて述べる．6 .2 では本研究から残された課題につ
いて述べる．  
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6 .1 研究の結論  
本研究の目的は，昭和初期から現在 {平成
24(2012)年 }までの年代ごとに定義されている関数
の見方・考え方を考察し，児童が関数の考えを育
成する上での指導が行われているか，併せて昭和
47(1972)年から平成 20(2008)年までの指導案を分
析することである．  
 
そして，昭和初期から現在 {平成 24(2012)年 }ま
での年代ごとに定義されている関数の見方・考え
方を考察することで，以下のような課題点が明確
になった．  
＜課題 1＞  
 関数の考えは算数の内容がより理解を図る こと
ができるとされているが ，そのような指導が行わ
れているのかという点で疑問がある．  
＜課題 2＞  
改良運動後 (大正初期 )から平成 22 年までの算数
教育は，児童に関数の考えを生かし，育成するよ
うな指導がなされているのかという点で疑問があ
る．  
＜課題 3＞  
授業で提示される問題が与えられた条件を固定
的に受けとめ，求答を重視するような問題となっ
ていないかという点で疑問である．  
＜課題 4＞  
 関数関係の表現の仕方が適切に用いられている
かという点で疑問である．  
 
 これらの課題点を踏まえて，関数の見方・考え，
関数の見方・考えの育成を図る指導のポイントを
提案した．  
 ＜関数の見方・考え＞  
ア  事象を科学的に考察し処理する能力や態度．  
イ  算数で指導される各内容を一層よく理解を図  
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  る．  
ウ  事象を数理的にとらえる．  
エ  帰納などによる推論．  
オ  演繹などによる推論．  
カ  図形の理解．  
 
＜関数の見方・考えの育成を図る指導＞  
a   依存関係に着目する．  
b   関数関係を見つける．  
c   見いだした関数関係を用いる．  
d   関数関係を表現する．  
 
この提案した関数の見方・考え，関数の見方・
考えの育成を図る指導が現場の指導にも用いられ
ているのか調べるため，昭和 47(1947)年から平成
20(2008)年までの指導案を分析した．指導案は雑
誌「新しい算数研究」に掲載されている「今月の
指導」を参考にした．そして以下のような結果が
明らかになった．  
＜すべての学年に共通する点＞  
・生活の中に密着するような問題が多い．  
・はじめから問題が比例する 2 変量，伴って変わ
る 2 つの数量を与えている提示法が多くみられ
た．  
＜ 4 学年＞  
・表現方法として昭和 46(1971)年と昭和 54(1979)
年はグラフを用いられているが，昭和 49(1979)
年から平成 20(2008)年では，式が用いられてい
る．  
＜ 5 学年＞  
・帰納などの推論，演繹などの推論，図形の理解  
に当てはまる内容は含まれていない．  
＜ 6 学年＞  
・昭和 47(1972 )年から昭和 59(1984)年までに演繹  
的に推論する活動みられる．  
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 本分析を実践したことで，昭和 47(1972)年ごろは
関数関係の力を伸ばすことができる問題を実践さ
れていたが，徐々に固定的な提示方法となってい
る問題が実践されていることがわかった．また関
数関係の表現の仕方がグラフと式が用いられてい
たのが，徐々に式だけ用いられているように年代
によってちがってくることが明らかになった．昭
和 47(1972)年から平成 20(2008)年までの関数の見
方・考えの育成を図る指導を分析することで，関
数の見方・考えの指導の以上のような課題点を明
らかにすることができた．   
 
 
6 .2 今後の課題  
 本研究では，昭和初期から現在 {平成 24(2012)年 }
までの年代ごとに定義されている関数の見方・考
えについて考察し，昭和 47(1972)年から平成
20(2008)年までの指導案を分析した．  
 
 指導案の分析について，今回は関数の見方・考
えの指導の観点を 10 点設けて，授業展開，授業内
での問題提示を分析した．しかし練り上げ，まと
めの部分を詳しく分析することで，今回見えなか
った事柄が出てくる可能性がある．これについて
は分析することができなかった．  
また関数の見方・考えの育成を図るような具体
的な教授場面について考えられていない．  
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資料１   分析を行った指導案  
 
＜ 4 学年  単元「伴って変わる 2 つの数量関係」＞  
年代  単元 名  授業 者  
1 9 7 1 . 5  ( S 4 6 )  
表 とグラフの指 導 ―関数 的 な見 方 ・
考 え方 ―  
滝  富 夫  
1 9 7 4 . 9  ( S 4 9 )  きまりを見 つける  窪田  騰  
1 9 7 9 . 1  ( S 5 4 )  表 とグラフ  島田  功  
1 9 8 0 . 3  ( S 5 5 )  対応 する 2 つの量  武田 公夫  
1 9 8 4 . 3  ( S 5 9 )  2 つの変 わる量  新藤 幸雄  
1 9 8 7 . 8  ( S 6 2 )  変わり方 しらべ  田中 幸伸  
1 9 9 9 . 2  (H1 1 )  かわり方 ―カレンダーの秘 密 を探 る  白濵 忠昭  
1 9 9 9 . 7  (H1 1 )  かわり方 調 べ  早川  健  
2 0 0 8 . 1 0 ( H20 )  かわり方  服部 忠彦  
 
 
＜ 5 学年  単元「百分率」＞  
年代  単元 名  授業 者  
1 9 8 0 . 1  ( S 5 5 )  
割合 とグラフ―帯 グラフの読 み方 ，
書 き方 ―  
黒崎 東洋
郎  
1 9 8 0 . 1 2 ( S55 )  割合 とグラフ  山下 良一  
1 9 8 4 . 2  ( S 5 9 )  割合 とグラフ  三村 奎子  
1 9 8 5 . 3  ( S 6 0 )  割合  木村 孝康  
1 9 8 6 . 2  ( S 6 1 )  割合 とグラフ  中村 洋志  
1 9 8 7 . 2  ( S 6 2 )  割合 とグラフ  中田 文雄  
1 9 8 7   ( S 6 2 )  帯 グラフ  上谷 哲雄  
1 9 8 9 . 2  (H1 )  百分 率 とグラフ  菊池 靖志  
1 9 9 4 . 2  (H6 )  百分 率 とグラフ  茶木 盛夫  
1 9 9 5 . 2  (H7 )  帯 グラフと円 グラフ  河原 和秀  
1 9 9 7 . 2  (H9 )  割合  高橋 清子  
1 9 9 8 . 1  (H1 0 )  
百分 率の問題 ―１人 ひとりが輝 く話
し合 い活 動 ―  
福田 麗子  
2 0 0 0 . 2 （H12 )  百分 率 とグラフ  渡邉 元也  
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＜ 6 学年  単元「比例・反比例」＞  
 
年代  単元 名  授業 者  
1 9 7 2 . 7  ( S 4 7 )  比例 の指 導  万年 恒子  
1 9 7 9 . 9  ( S 5 4 )  比例  山田  功  
1 9 7 9 . 1 0 ( S54 )  反比 例  佐藤  稔  
1 9 8 0 . 1 0 ( S55 )  比例  加藤 典毅  
1 9 8 1 . 9  ( S 5 6 )  比例  深見 真一  
1 9 8 3 . 1 1 ( S58 )  比例  蛭間 寿則  
1 9 8 3 . 1 2 ( S58 )  
比例 と反 比 例  
―反 比例のグラフ化 の指 導 ―  
松山 市算
数同 好会  
1 9 8 4 . 8  ( S 5 9 )  
比例 関係 を生 かして問 題 解 決 をし
よう  
小林 寿恵  
1 9 8 4   ( S 5 9 )  反比 例の指導  海田 征夫  
1 9 8 5 . 1 1 ( S60 )  比例  矢澤 正道  
1 9 8 6 . 1 0 ( S61 )  比例  朝倉 正教  
1 9 8 7 . 9  ( S 6 2 )  比例 を用 いて解 く問 題  岡田 克己  
1 9 8 8   ( S 6 3 )  比例  登坂 達雄  
1 9 8 8 . 1 0 ( S63 )  比例 ，反 比 例  豊島 呈次  
1 9 8 9 . 1 0 ( S63 )  反比 例  吉田 和範  
1 9 9 0   (H 1 )  比例 ・反 比 例  堀越 和子  
1 9 9 7   (H 8 )  
比例 と反 比 例 ―日 常事 象から伴 っ
て変 わる２量 をさがし，課 題 をつかむ  
羽田 野 庸
史  
1 9 9 8 . 1 0 ( H10 )  
比例 の活 用  
―比 例の考 えのよさがわかる―  
相澤 貞恵  
2 0 0 8 . 1 2 ( H20 )  変わり方  
佐々木寿
洋  
 
※小 学校 学 習指 導要 領の 改 訂ご とに 色別 を して いる ．  
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